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1 . マ ルチメディア時代における移動体通信

2 . 術星系移動体通信 システム

現状 ⇒ イン マ ル サ ットシス テ ム

将来= } パ
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3 . 陸上系移動体通信システム
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将来 = } l M T - 2 0 0 0

4 . 移 動体通信システム の 将来動向
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# M 槻 q シス テム

移t b体衛星通信の 役割

移tb 体衛星通借の 現状と将来動向

イン マ ル サ ットシス テ ム の 現状

パ - ソナ ル 衛星通信 の 分類

パ ー

ソナ ル 衛星通信 の 開発動向

- Lil tl e L E O

- S up e T G E O

- B ig L E O

- マ ルチ メディ7 衛星通信
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TT W ¶ 一lノ1一九l Ⅱ一′. Th u ^ D S m

斤 琳 :1 ヒb, Jミ l
■

∃ユL
1

: 6 叫 y l 帆-】.lT
J

ヽ
'

王1∫ q CE U
1

r ちl ■一11
■

3..lE4▲v
ゝ L 恥 】f. 7

. 軸
t s 8 ′

′

も
■

y O
.
tk L p

阜 馳 E]
Lp - -} し ( トrh

-

} b l い--
′ L イ ト化 ごL t1 ) i

-

p一
つ L , イ ト化T F .】

･ 甜 方式 ILL- ' T L) 想 E ヨ ･1 /L
7 トqrt X 上n- オ- > 七 / ト ¢

f I】: LF 9 (

｣ 山
､

I +2 kl p i
)7 l人H-E 叫lt】

L
: 4 & 恥 t H 1 . 22f Fb th iL y ゴ

キーy リ
7
'

耶 5r ■山7 斗■tI し r t tJ し L 瑚 b

N 5 t 5 t P JI S の & n

沸藩屯話 ( PD O コードレ ス 毛話 (F W S )
基地局 エ リア 半径 1 . 5 k 血p

-

敢 b ( マ ク ロ セ ^ ,) 1 001 q
- 故 1( 伽 (-7 イ ク ロ セ ル)

利用可能エ リ ア 千-
r

萱 ..5 払If 内 ( ス ポ. y ト的)
I- I . 電話網とは 別{ } 独自網 既存の 【SL)ヽ的を利用

利用形態 速夫 - 屋外基地掃 端末 - 屋内外 基地 局 (公衆)

端末 - 屋内基地 局 伯 嘗)

ハ ン ドオーパ- 必 覇 fR 易 - ン ドオ- バ- は 必覗
ハ ン ドオ- / i- Tl1速達度 病遵鍾 (lO O 血 ′

′

時以上) 歩行速度 ( 約 2 Ok FL : 時以下)

速信出力(端末) 牧 1【伽 V 一 散 V 1( b Y 以下

伝送速度 】l
.
2 kb p 5 3 2 k b p s

･.-i
:

I
.i_

/L L あ り ( トラ ン シ
ー パ tk 鮭)

三 1 大学



u R の T
-

/ ジ 如 ′コ ー Ii
'

L / R 掛 Lt #

日本 欧州 英国

シス テム名 FT f; tr n CT- 2
;三■i. 家庭 . 事務所等の室内 家庭, 事持所等の 室内

.
と街 家庭 . 事梼所等の室内と街

と街角等の 唇外 角等の島外 句等の島外

飯岡周波数帯 18 95 - 1 917 N H 2 . 1 8W - 1 馳 :. . : 1 . . .

キ ャリア間隔 30 h 加七 100 kー七

アクセス 方式 TT W ¶■仇 SC PC

変誰方式 7T

.
′4 ン 7 ト 脚 G NSK GLESK

チ ャネル倣

キャリア数 77 lO E EI
多重度 E] ー2 I

輸チャ ネル敏 30 4 12 0 4 0

音声符号化方式 A Df W 32 kt p s

伝差速度 38 4k tp s l15 2k b p s 72 ktp s

送信出力( ピ ー ク) E E ] 2 5Q 7N 1 0 rl一

世界の ポケジ小 ペル のLt G

第 1 世代 シ ス テ ム 第 2 世代 シ ス テム

提供国 日本 日本 米国 欧州

シ ス テ ム 名 鞘T T 方 式 [ P ∝ S ^ G 方 式 F L E文一T D 方 式 FLE X 方 式 E R u E S 方 式

特tB 速度. 送f& 回 故 可変

N TT F I 宅

伝 達速度 可変
モ ト ローラ社 I モ

国 書 コ- ミ ン グ可 t

使用周波数帯 280 N H z 帯 2 8 0 W z 甫 9 3 0 N H z 帯 l6 0 d l z 帯

チ ャ ネル 間鞘 25k H z 2 5 k H z

r
'.I ; 1 2 0 0 b p s 1 6 0 0 b p s 3 2 0 0 b p s 6 4 0 0 b p s 6 2 5 0 b p s

変 調方式 2 値 FS K 2 生 FS K 2 / 4 年 F Sー: 4 阜 F S K 4 S F S K

誤 り訂正 符号 8CH (3 1 . 1 6 ) B C T1( 3 1 . 2 l ) B C H( 3 1 . 2 1 ) ･. ご E] 二

+ ノ ､ リ テ イ + パ リ テ ィ (31 , 1 8)

送億回教 3 2 i - ← 4 可 空 El
加入者唇 I 3. 2 万

6

.
2 万 53 万 5 3 万 3:三万

長文伝送能力 2 35 ‡ 手.
′

秒 54 0 文 字
′

秒 54 0 文字
/ 砂

J M T
- 2 0 0 0 へ の M #

･ 高品質なサ ー ビス

･ 高速デ ー

タサ
ー

ビス

･ 国境を越えたグロ ー / くルなロ ー

ミングの 実現

･ 同定有線網と同等なサ ー ビス品質を確保

･ 移動環境において高速デ
ー

タ通信やマ ルチメディア

サ ー ビスを含むさまざまなサ
ー

ビス の提供

･ 周波数スペクトラムの 有効利用

三 玉大学



J W T
-

2 M シス テム の# q

ⅠNT- 訓 ) 現状

F h s e 1 帥 ) 申頁) p h s e 2 (2 0ユ0 年頃)

酬 t用 2 . 04 別 b i t/ s 2 0 Nb i t/s 無線l∬ ( 独 i t/ s)

屋外利用 (歩行) 3 84 kb i t/s 1 仇b i t/ s 汗 6 (3 84 kb i t/ s)

≡ 二 l i= 1 44 kb i t/s 10 Nb i t/s 携帯電話(42 kb i t/s)

蘇星 9 . 蝕b i t/s Bi g LE O C2 . 4 kh i t/s)

+ t からJL 内1 4 手で あらゆるt * でのfl 用が 可t

& 書t 甘. ■暮L A N . * JL 用コ ー ドレス t 青書あらゆる

書■暮書サ - ビスを捷供

ス ペ クトラム姓故事) 方 式を書用

三 暮大学 三1 大学



〟 T
'

-

2 0 0 0 て与野挿されi; 7 プ扶.
/ ユンテン ツ

非対称型

- オン T
l l l '

マ ンド型
･

T

-

一

寸 ､ 書J t ､ t 4 ､ 扶4 ■の デジタルコ ン テンツ壬ナベ て■う

- プッ シ ュ 型
･ = ユ

ー

ス 的な廿t d) E d[ . Ji 昔など

- リア ル タイム型
･ ライブ. コン サ - ト. JI Zr 中 暮 ､ サッカ ー 中■など

双方向型

- ユ
ー ザ T O ユ ー ザ

･ テレビ■■. テ レビt f ､ 暮■E E ( ､ テレ ワ
ー

ク . オン ライン # ■セゲ
ー ム■

- ユ
ー ザ T O サ ー ビスプF) I くイダなど

･ ■人■●加 申ゲ ー ム
. オンライン バン キン グ.

E C ( エ レクトIJ ･J タコマ
ー

ス )

鹿島 肘 掛 T - 2 0 0 0

･ 衛星携帯電話サ ー ビス
ー グローI くル スタ

ー (1 9 9 9 年)

- I C O (2 00 2 年 ? )

･ 衛星携帯電話とI M T
-

2 0 0 0 の 棲み 分け
[fti星携7F t 肯]

･ 地 上 系インフラ末長df 地域 や 兼洋で の 利用も可能 ｡
･ 全く同じダイヤ ル 手順で 同じ内容 のサ

ー ビスが 受けられる安 心感｡

(例 : スポ
ー ツ ニ ュース ､ 医d E 相映 . 手兵...

)

[l M T- 20 O O]
･ 同様 の サ

ー

ビスをiI 入して いる国 に おい て . 通★ のJ[ 書1 持として
の 利用の ほ か . 高速マ ルチ メディア型 サ

ー ビスの 利用も可能 ｡

三 ▲大学
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